
3.景観遮蔽物を考慮した可視領域予測

3.1可視領域予測の概要

露天採掘坂の可視領域予測を行うために､標高データとして､国土地理院から発行

されている ｢数値地図 50m メッシュ(標高)｣を使用した｡数値地図 50mメッシュの

データは､国土地理院が発行している1/25000の地形図をもとにして､ベクトル化

された等高線を用いて作成されている｡そのため､｢地表の高さ｣のみを表しており､

森林や構造物による景観遮蔽物の高さは含まれていない｡このような景観遮蔽物の高

さを標高データに反映させ､遮蔽の影響を考慮することで､より現実に近い可視領域

予測が可能になる｡本研究室のこれまでの研究において､地表上に存在する森林や構

造物などの分布を知る手段として､ ｢数値地図 25000(地図画像)｣とランドサット画

像を利用してきた｡本研究では､高解像度衛星データであるASTERデータと環境省

発行の植生分布を利用した｡

3.2 GISによる可視領域の抽出方法

図3.1に可視領域抽出方法を示す｡

可視領域の抽出を行うために､ArcMapで地形状況を知る手段として､標高データ

を用いた｡標高データをフォーマット変換し､ArcMapのポイントデータに変換する｡

ポイントデータのままでは､地形状況を知ることができないので､補間をすることで､

座標や縮尺等の設定を行 う｡以上の作業でラスターデータ化することで､地形状況を

知ることができる｡次に､可視領域を示すときに下地となるランドサット画像を幾何

補正してArcMapで表示可能なイメージデータを作成する｡また､景観遮蔽物の抽出

にはASTERデータと数値地図25000を用いた｡これらも､幾何補正を行ってArcMap

で使用可能な状態にする｡ASTERデータはラスターデータからシェープファイルに

変換し､属性データの中のGRIDCODEを用いて景観遮蔽物を分類する｡さらに､可

視商域を抽出するためには､露天採掘場の形状を把握する必要があるので､露天採掘

場の所在地をASTERデータから読みとった｡そして､露天採掘場の形状をポイント

データとしてArcMapで使用した｡

以上の作業より､標高データと露天採据場のポイントデータから､景観遮蔽物を考

慮した可視領域を抽出することが可能となった｡
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図3.1 可視領域抽出方法

3.3 GISでのデータ表示

ここでは､図3.1可視領域抽出方法に示したデータを実際のGIS画面で説明してい

く｡

まず､対象地周辺における標高データのポイントデータを､図3.2に示す｡このポ

イントデータを補間したものが､図3.3である｡図3.3では､暖色から寒色になるに

つれて標高が低くなるようにGIS上で設定した｡図3.4には数値地図､図3.5にはラ

ンドサット画像を示す｡どちらも幾何補正を行い､対象地から半径 10kmの範囲を含

む程度で切り出した｡図3.6は､ASTERデータである｡第 2章で説明したように､

Photoshopを用いてfolsecolorに変換したものをGISで使用した｡

数値地図､ランドサット画像､ASTERデータなどの別々の画像をGISで使用する

際には､すべての画像がきちんと重なっていなければならない｡そのためには､ワー

ル ドファイルが必要となる｡ワール ドファイルの作成手順を､ランドサット画像を例

に説明していく｡
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図3.2 標高ポイントデータ

図3.3 補間した標高データ
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図3.5 ランドサット画像
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図3.6 ASTERデータ

[ワール ドファイルの作成]

28.25066138

0.0000000000000000

0.0000000000000000

-28.25066138

500000.0

図3.7 ワール ドファイル

(1)圃3.7のように作成したイメージデータを

TIFF形式で保存する.

(2)ランドサット画像の 1ピクセルあたりの大

きさをペイントソフト等から求め､ワール ド

ファイルの1行目と4行目に表示する｡その

際､4行目には必ずマイナスで表示する必要

がある｡2､3行目は行と列の回転角を示して

いるが､本研究では回転角を用いてない｡そ

して､5､6行目にはイメージデータの図郭四

隅の左上の座標を求めたものを表示する｡北

緯と東経をUTM に変換することで､表示す

ることが可能である｡

イメージデータとワール ドファイルの名前を

同一のものとし､保存形式をtwfの拡張子で

保存することで､ArcMapでイメージデータ
尤′虫 一言 ｢トス､- トネミ盲T一台巨レナ>ス

(3)以上の操作をすべてのイメージデータで行

うことにより､ArcMapで重ねて表示する

ことが可能となる｡
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3.4ASTERデ-タを利用した景境連蔽物の抽出と棲高値の加算

ここでは､ASTERデータを利用して景観遮蔽物の抽出と標高値の加算を行 う｡こ

れまで､目視判読によって抽出してきた景観遮蔽物を､本研究では､ASTERデータ

をシェープファイルに変換した際の属性データ ｢GRIDCODE｣により土地利用を分

類することで､樹林や構造物などの景観遮蔽物をGIS上で自動的に抽出する｡

3.4.1ASTERデータをシェ-プファイルに変換

ASTERデータによる景観遮蔽物の分類のフローを､図3.8に示す｡景観遮蔽物の

抽出には､ASTERデータを用いる｡図3.9は､ASTERデータをラスターデータから

シェープファイルに変換したものである｡ラスターデータからシェープファイルに変

換する作業を､図3.10､図3.11に示す｡まず､【SpatialAnalystl>【変換】>[ラ

スターをフィーチャに変換】を選択する｡次に､入力ラスターにASTERデータのイメ

ージデータを選択し､出力フィーチャに保存先とASTERデータのシェープファイル

名を入力する｡この作業によってシェープファイルに変換できる｡

GISで解析するにあたって､できるだけデータの量を少なくする必要がある｡そこ

で､シェープファイルに変換したASTERデータを対象地から半径 10kmのバッファ

でクリップした｡対象とする露天採掘場から半径 10k皿以内を解析範囲とする理由は､

約 10km以上の超遠距離景では､眺めている主対象の視認対象となる施設があったと

しても､自然景観の中で目立つことはなく､障害物であっても景観上問題となること

はないからである｡また､本研究は可視領域予測を行 うことを目的としているため､

明らかに可視領域にならない部分はデータから削除した｡図3.12にシェープファイ

ルに変換し､半径 10kmのバッファでクリップしたASTERデータを示す｡

図3.8 ASTERデータによる景観遮蔽物分類のフロー
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図3.10 シェープファイル-の変換 手順 1

図3.11 シェープファイル-の変換 手順 2
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7▼イJ4)JLb Jtiiu 事大¢ 柵 サーAO rk./伽 へ柵

坐とd脚 -叫 叫 - I ～AA!E?◎e'r紗 17

図3.12 シェープファイルに変換したASTERデータ
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3.4.2 トレーニングフィールドの設定

半径 10km の範囲内の土地利用を一度に分類するのは困難であるため､半径 1km

の範囲を複数設定し､その範囲内で土地利用を分類することにした｡本研究では､4

地点で半径 1kmのバッファを作成した｡これら4つのバッファでASTERデータを

それぞれクリップしたものが本研究で選定した トレーニングフィール ドである｡

クリップの手順は､始めに[ツール]>[ジオプロセシングウイザー ド]>[他レ

イヤによるクリ.ップ]を選択する｡さらに､クリップされるレイヤにはASTERデータ

のシェープファイルを選び､ポリゴンのオーバーレイレイヤには､半径 1km のバッ

ファのデータを選択し､出力されるトレーニングフィール ドの保存先と名前を決める｡

この作業により1つの トレーニングフィール ドが作成される｡また､この作業手順を､

図3.13､図3.14に示す｡

トレーニングフィール ドは､水域､水田､畑地､構造物､樹林などが含まれている

部分を任意に選定した｡これらトレーニングフィール ド内の土地利用を分類すること

で､景観遮蔽物の抽出を行った｡

図3.15にGIS上での4つの トレーニングフィール ドを示す｡また､例として､ ト

レーニングフィール ド③だけを拡大したものを､図3.16に示す｡

図3.13 クリップの手順 1
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1.ウノラブされる入力レイヤを選択してくだ乱t
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図3.15 選定した トレーニングフィール ド
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図3.16 トレーニングフィール ド③の拡大図

3.4.3GRIDCODEによる土地利用の分類

トレーニングフィール ドを設定したら､土地利用の分類を行 う｡分類には

ASTERデータをシェープファイルに変換した際の属性データ ｢GRIDCODE｣を使用

する｡GRIDCODEはテーブルオブコンテンツのデータ上で右クリックし､[属性テー

ブルを開く]をクリックすれば表示される｡

土地利用の分類を効率的に行 うために､ トレーニングフィール ドのディゾルブを行

った｡ディゾルブとは､指定した属性について同じ値を持つフィーチャ(データ)を1

つにまとめる作業である｡同じ値のGRIDCODEをまとめることによって土地利用を

分類しやすくなる｡ディゾルブの手順は､まず[ツール]>[ジオプロセシングウイザ

ー ド]>[他レイヤによるクリップ]を選択する｡さらに､ディゾルブのための入力レ

イヤにはクリップしたASTERデータ (トレーニングフィール ド)を選び､ディゾル

ブのための属性には､GRIDCODEを選択し､出力されるデータの保存先と名前を決

める｡国3.17､図3.18には､ディゾルブの作業手順を示す｡また､属性テーブルの

一例として トレーニングフィール ド③の属性テーブルを､図3.19に示す｡
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図3.17 ディゾルブの手順 1
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図3.18 ディゾルブの手順 2
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胃 属性 :DissolyeOutput3 - I

I 0Polyson 51 1
1Poly60n 55 3

2POly■on 56 4

3PoIyEOn 58 9

4PolyEOn 59 13

5PolyEon 61 ○

6Polyson 63 9

7Poly一〇∩ 64 3

8Poly印n 66 2

9Poly60n 67 2

10PolvEOn 71 1

llPoly■on 74 1

12PolyBOn 77 1

13PoLyson 79 2

14Poーy60n 82 1

15Polyton 83 4

16Poly60n 85 1

17PolvEOn 87 5

18PolyーOn 88 8

19PolyEOn 90 6

20Poly一〇∩ 91 16

21Poll唱On 93 10

図3.19 属性テ-ブルの-例

続いて､ディゾルブを行った トレーニングフィール ドで土地利用を分類する｡分類

の手順を以下に示す｡

[GRIDCODEによる土地利用の分類方法]

① ディゾルブした トレーニングフィール ドのデータの属性テーブルを開く｡

② 数値地図やASTERのイメージデータと比較しながら､GRIDCODEを選択して

いく｡このとき､選択されたピクセルは水色で表示される｡(図3.20)

③ 土地利用を水域､水田､構造物､樹林､畑地の5つに分類する｡本研究では5

つに分類したが､もっと細かく分類できるのであれば､分類の種類を多くする｡

④ 設定した トレーニングフィール ドすべてにおいて､土地利用を GRIDCODEで

分類し､採用する数値を検討する｡
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図3.20 GRIDCODEによる土地利用の分類

表3.1に土地利用の分類の結果を示す｡また､表3.2に全体の分類に採用した土地

利用とGRIDCODEの関係を示す｡土地利用を分類するにあたって､構造物､樹林､

畑地の分類が非常に困難であるため､ トレーニングフィール ドによって分類 した

GRIDCODEの数値にばらつきが生じた｡全体の分類に採用した数値は､4つの トレ

ーニングフィール ドのGRIDCODEを再検討して算出した｡

表3.1 GRIDCODEによる土地利用の分類結果

土地利用の分類 トレーニング トレーニング トレーニング トレーニング
フィールド① フィールド② フィールド③ フィールド④

GRⅠDCODE GRⅠDCODE GRⅠDCODE GRⅠDCODE

水域 53-69 48-69 51-79 43-74

水田 71-133 71-120 82-106 75-117

構造物 135-144 122-142 107-145 119-148

畑地 191-200 175-194 180-210 184-202

樹林 145-189 143-173 146-178 149-183
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表3.2 全体の分類で使用した土地利用とGRIDCODEの関係

土地利用の分類 GRⅠDCODE

水域 0-70

水田 71-132

構造物 133-146

畑地 181-201

樹林 147-180

3.4.4ASTERデータと植生分布のインターセクト

ASTERデータと植生分布をインターセク トする｡インターセクトとは､入力レイ

ヤのフィーチャをオーバーレイレイヤのフィーチャで切 り､両方のレイヤの属性を持

つレイヤを生成することである｡これは､GRIDCODEでの土地利用の分類と植生分

布での集落群落名を検証するためである｡

[植生分布の表示方法]

まず､植生分布をGISで表示させる｡その後､テーブルオブコンテンツの植生分布

データでダブルクリックし､レイヤプロパティを開く｡[シンボル]>[カテゴリ]を

選択し､フィール ドを集落群落名にする｡そして､配色などを設定するとGIS上で､

図3.21のように表示される｡

FI.;_薫1責藁 .(,～:定 二 三 二 . ｢j工紬-I･l′-I-脚･フイ→爪成 上lクー伽l+ 剛/Ol東沖1

ii雇盃豆i≡i岳盃i叫iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
QAAiE?◎e) lヽ･畠も 2-旦出屯恥-壁.-.lr4.ト=加-.h_-lb.h諾 ご二ユ ニF

図3.21 植 生 分 布
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次に､植生分布に高さ情報を加えておく｡これは､標高値に遮蔽物の高さを加算す

る時に必要になるのだが､あらかじめ設定しておいたほうがよい｡

[植生分布に高さ情報を加える方法]

① 植生分布データの属性テープノレを開く｡

② オプションフィール ドの追加を選択する｡

③ 名前を入力し､種類を選択する(図3.22)｡本研究では名前を ｢高さ｣とし､すべ

て整数で扱っているのでShortlntegerを選択した.

④ 属性テーブルに ｢高さ｣のフィール ドが追加 されたら(図3.23)､集落群落名ごと

に高さを設定する｡

⑤ 本研究では､表3.3に示すように高さを設定した｡設定方法は､まず属性テーブ

ルの[オプション]>[属性検索]を選択する｡次に､フィール ドを集落群落名 と

して､同じ高さに設定するものをクリックして選択していく (図3.24)｡ここで

は､例として､15mに設定するコナラ群落とヤナギ高木群落を選択した｡

⑥ フィール ドの[高さ]のところで右クリックし､フィール ド演算を選択する｡

⑦ ｢15｣と入力し(図3.25)､OKをクリックすれば選択した集落群落名のデータだ

けに高さが設定される(図3.26)0

⑧ 同様にして､すべての集落群落名の高さを設定する｡(図3.27)

表3.3 集落群落名 と高さ

集約群落名 高さくM) 集約群落名 高さ(M)

スギ.ヒノキ.サワラ植林 30 市衝地 . 9

ア力マツ群落 30 ギ群集 1

力マツ植林 30 ススキ群団 1

オシラビソ群集 30 ヨシクラス 1

落葉広葉樹植林. 30 河辺ヤナギ低木群落 1

落葉針葉樹植林 30 ウキクサクラス.ヒルムシロクラス 0

竹林 20 水田雑草群落 0

コナラ群集 15 牧童地 0
ヤナギ高木群落 15 畑地雑草群落 0

イヌシデーア力シデ自然林 10 造成地 0
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｢ ___ り

S horthteger

フィールド プ ロパティ

uコl

図3.22 フィール ドの追加

FIB SL■■■●JLtlコ-P. I41-t. IhtA1- 暮書名 Ih暮書名 +生■JA 一事 ∃_｣

0PotyEon 9072 0 91300 畑地34手書i暮 士一拍圭一草書妄暮 ＼ 2 0

ーPd y■o∩ 9011 0 90101フカマツせ++ ア力マツ植拝 0

2Pdyton 9072 0 91300tll地社章書落 畑地至暮章TF薄 2 0

3Pofytoれ 9098 0 91600水EEaI壬書落 カくEE2L壬VF薄 2 0

■POlyEon 9017 0 90103スギ.ヒノキ伯仲 6 0

5Pdyton 7002 D 70100コナラVF洋 コナラfF蒲 7 0
6Pdy■on 9098 0 91600水EZ)aI章書経 オくtB社章VF蒲 2 0

｢ 7Pd y一〇∩ 9072 0 91300ltI地aI章fF汚 畑地aI章yF薄 2 0
｢ 8Pory一〇n 7002 0 70100コナラ群落 コナラfF落 7 0

｢ 9Pdy■on 9017 0 90103スギ.ヒノキ描け 6 0

｢ 10Poryton 可oll 0 90101フカマツ蝿紳 ア力マツlさけ 6 0

｢ llPolytoの 7002 0 70100コナラVF洋 コナ∋TF汚 7 0
12Pdyton 9017 0 90103ス¥.ヒノキ世相 スギ.ヒノ牛.サワラ埴I+ 6 0
13Po一yto巾 7CK)2 0 70100コナウ★ コナウ書薙 7 0
14Pob oれ 7t刀2 0 70100コナラ書落 コナラfF薄 7 0
15PdYEOn 7802 0 701DOコナラ書落 コナラ書落 7 0
16Pdy■ul 9902 0 100市7Ei地 市衝地 I 0

17PdyEon 9017 0 90103スギ.ヒノキ蛙f+ 6 0

1○PdyEon 7⊂にl2 0 70100コナラIF落 コナラ書籍 7 0

19PdyEon 90T7 0 90TD3スギ.ヒノ牛はft 6 0

20Poryson 9017 0 90103スギ.ヒノキ埴挿 6 0

21Pdyton 7002 0 70100コナラ書落 コナラ書花 7 0

22PorytEn 9919 0 400;玉JZ地 遥dii一 1 D

23Pdytoれ 7002 0 70100コナラ書it コナラ書落 7 0

24Pd yton 9017 0 90103スギ.ヒノキIIは 6 0

レ .LJrT1---- ■レl1ロー.-'■■■■r

国3.23 フィール ドが追加された属性テーブル

一38-



図3.24 属 性 検 索

図3.25 フィール ド演算
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rg 屈tl=埴 生分布2 ∴‥毒. .

FID S一■■t●AI )-p-■i■1-r-IhI暮1-I.~｢r■暮名 1 h■暮 8 t t■ ±JL ■ ‡ ∃ llli二一

0Porytqn 9072 0 913CH⊃fll地社章書落 土■i一社草書薙 2 0
1Pdyton 9011 0 90101フカマOJ埴挿 ア力マツ植拝 6 0

2Pdy一m 9072 0 91300lll稚拙草書花 畑地女一章書薙 2 0

｢ 3PoLy一〇れ 9098 0 91600水EEi一章書落 水田主一章yF沌 2 0

4P○lyFOれ 9017 0 90103スギ.ヒノ午睡f+ 6 0

5PdytOn 7002 0 70100コナラ書落 コナラ■it 7 15

6P〇一YtOn 9098 0 91600 水EZ]姓手書稚 カくE】社章書if 2 0

7PdyEon 9072 0 91300Il地9I草書it 畑地圭一草書it 2 0
8Pdyton 7α}2 0 70100 コナウ事事暮 コナラ書落 丁 15

9Pdy■On 90ー7 0 90TO3スギ.ヒノキ廷挿 スギ.ヒノ牛.サワラ埴拝 6 0

10Pdyton 9011 0 90101フカマツ埴拝 フカマツ一重f+ 6 0
llPdー■On 7002 0 701加 コナラ書落 コナラ■i暮 7 15

12Pd1■On 9017 0 〇〇一03スギーヒノキ蛙挿 スギ.ヒノ牛.サワラ鳩持 6 0
13PdYtm 7∝)2 0 70100 コナウTF井 コナウ■4 7 15

14PdYF0れ 7⊂×⊃2 0 70ー00 コナウ7-it コナウ■ 7 15

｢ 15P蜘 7∞2 0 70100 コナウVF薄 コナウ書落 7 15

｢ 16P0-7-αl 9902 0 loo 市砺地 市衝地 ー 0
｢ 17Poryton 9017 0 90103スギ.ヒノヰ頓挿 スギ.ヒノ書.サワラはけ 6 0

10Pd阿 れ 7∝)2 ○ 70100 コナウ■斗 コナウ書事暮 7 15

19PdytOn 9017 0 90103スギ.ヒノキ埴f+ スギ.ヒノ牛.サワラ埴事+ 6 0
20PdyEOn 9017 0 90103スギ.ヒノキ埴け A 0
2ーPd1■On 7 0 70100 コナラ書落 コナウ事jt 7 15

22PdttOn 9919 0 ◆00 i玉JlNt iJdl一 1 0
｢ 23Porp 7∝)2 0 70100 コナラ書籍 コナラ書事暮 7 15

24Pdyton 9017 0 90103スギ.ヒノキー削+ 6 0
ll■T■▼1′一■ t±■■■ TV ■一rTl一一■t■ ■ー Tl■

図3.26 すべての高さが入力された属性テーブル

r司 河 il ,ikim 司■甜 3n rE. E l国 宝 l

FIB BL■■一● Atl1-r. ■】■コ-P. 暮hf暮1- f暮名 暮h■】暮名 Q生■卓■ 暮さ ∃ l二一

> 0PdyEOn 9072 0 91300 I一地主I草書汚 I- 2I壬VF薙 2 0

ーPdytOれ 9011 0 90101ア力マツ埴挿 フカマモシ一割事 6 30

2PdyFO巾 9072 0 91300 d地社主■落 畑地社章書落 2 0
｢ 3PolyEOTI 9098 0 916⊂KlオくtZl2L辛VF薙 水田社章VFぎ暮 2 0
｢ 4PdyEOn 9017 0 90103スギ.ヒノキ埴f+ スギ. 630

5Pdytoの 7∝】2 0 70ー00 コナラ書落 コナラ暮it 7 15
6Pdyton 9098 0 91600 *EZ)iL壬書ぎ暮 水EZli一章書落 2 0
7Pdyton 9072 0 91300 I一地hL章書落 dl柏加草書i書 2 0
8Pdー■0∩ 7002 0 70100 コナラ書落 コナラ書落 7 15

9Pd1■On 9017 0 90103スギ.t:ノキ埴拝 スギ.ヒノ牛.サワラ睡挿 6 30

10Pdt■0∩ 9011 0 90101フカマツlき拝 7Iコマで畑 け 6 30

一一PdyEO爪 7∝I2 0 701QO コナラ書落 コナラ書落 7 15

12Pdyton 9017 0 90103スギ.ヒノキーさけ スギ.ヒノキ.サワ∋lき挿 6 30

13PdyEO巾 7CO2 0 701CK)コナラ書落 コナラ■ 7 ー5

14Pd on 7∝)2 0 701⊂×))ナ∋書落 コナラ■■ 7 1515 ytPdyt○∩ 7∝】2 0 701⊂rlコナウ書it j+3 丁 ー5

16Pdyton 9902 0 l⊂KI市絹地 市簡也 I 9

l 17PO小作On 9017 0 90103スギ,ヒノキ埴f+ スギ.ヒノ牛.サワラ蛙l+ 6 30

18P○l1■0∩ 70:)2 0 70100 コナラ書落 コナラ暮it 7 15

19PolyEOn 9017 0 90103スギ.ヒノキ埴拝 スギ. 6 30

20PolyEOn 9017 0 90103スギ.ヒノキ埴挿 スギ.ヒノ牛.サワラ睡拝 6 3D

21PdyFm 7002 0 70100 コナラ書落 コナラ書落 7 15

22Pdyt○∩ 9919 0 400 +JdJ一 ;王d暮一 1 0

23PdltO爪 7002 0 70100 コナラ書落 コナラ書落 7 15

24PolyEOn 9017 0 90103スギ.ヒノキ垣は ス¥.ヒノキ.サワラ埴挿 6 30
_L,rTl一一■ - ■■■ 三ヽ■ ー¶

図3.27 すべての高さが入力された属性テーブル
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植生分布に高さ情報を加えたら､ASTERデータとインターセクトする｡インター

セクトの手順は､まず[ツール]>[ジオプロセシングウイザー ド]>[二つのレイヤ

間のインターセクト]を選択する｡さらに､インターセクトされる入力レイヤには植生

分布のデータを選び､ポリゴンのオーバーレイレイヤには､ASTERデータを選択し､

出力されるデータの保存先と名前を決める｡

図3.28､図3.29に､インターセクトの作業手順を示す｡

芽君禁 豪 昔 音訳 灘 札､快 へ｣ボタンをO-J仇 て

r馳 こよるフィーチャa)ディゾルブ

r レイヤa)マージ

r他レイヤによるウノラブ

tT≡'556耶

r 二つのレイヤ闇のユニオン

インタセクトについて

この操作は入力レイヤのフィーチャ
をオーバーレイレイヤのフィーチャ
で切り､両方のレイヤの属性
データを持つレイヤを生成します｡

軌 讐 1- 管

インターセクトに閏する喜軸 表fi.

図3.28 インターセクトの手順 1

r了済 セクトされる入力レイヤを選択してください

l 植生分布_高さ修正後 二一
｢ 選択フィーチャのみを使用
フィーチャ散:4:賂4

2.利 コンのオーJトレイレイヤをi誉訳してください

aster3 ± _ _ ____ ｣

フィーチャ致:57tX34

3.出力のシェープファイルまねはフィーチャクラスを指定してください

インタセクトについて

こa)f幸作は入カレイやa)フィーチャ
をオーバーレイレイヤのフィーチャ
で切つ､両方のレイヤの属性
データを持つレイヤを生成します｡

軌 讐 1-管

Ll イント セクトに閏する≡軸 表示･叩

図3.29 インターセクトの手順 2
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次に､ArcCatalogを起動させ､インターセク トしたデータのコピーを4つ作成 し､

インターセク トしたデータを 5つにする｡さらに､これ らのインターセク トデータを

表3.2に示す GRIDCODEに従って､不必要なデータの削除を行い､5種類のインタ

ーセク トデータ(表3.4)にする｡

Intersection_1は､水域 ･水田 ･畑地の高さが om のデータである.Intersection_2

は､ASTERデータによって構造物に分類 され､集落群落名が市街地だったデータ､

Ⅰntersection_3は集落群落名が市街地以外だったデータである｡Intersection_4は､

ASTERデータによって樹林に分類 され､ 集落群落名も樹林に相当するものに分類 さ

れたデータ､Intersection_5は集落群落名が樹林以外に相当するものに分類されたデ

ータである｡

表3.4 5種類のインターセク トデータの内容

GRlDCODE ASTERによる分類 集落群落名

Intersection_l 0.-132､181-201 水域､水田､畑地 *表3-5

Intersection_2 133.-146 ~ 構造物 市衝地

Intersection_3 133-146 構造物 市街地以外

Intersection_4 147.-180､202-255 樹林 *表3-5

Ⅰntersection_5 147-.180､202-255 樹林 *表3-5

表3.5 インターセク トデータの集落群落名

ⅠNTERSECTⅠON_1 INTERSECTlON⊥4 ⅠNTERSECTⅠONj

集落群落名 集落群尊名 集落群落名

ウキクサクラス.ヒルムシ口クラス スギ.ヒノキ.サワラ植林 市衝地

水田雑草群落 モミ-シキミ群集 落葉果樹園

牧草地 ア力マツ群落 オギ群集

畑地雑草群蕗 ア力マツ植林 ススキ群団

造成地 オオシラビソ群集 ヨシクラス

開放水域 落葉広葉樹植林 河辺ヤナギ低木群落

落葉針葉樹植林 ウキクサクラス.ヒルムシ口クラ

竹林 水田雑草群落

コナラ群集 牧草地

ヤナギ高木群落 畑地雑草群落

イヌシデーア力シデ自然林 造成地
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不要なデータの削除方法を説明する｡まず､テーブルオブコンテンツにインターセ

クトデータを表示させる｡次に､[エディタ]>[編集の開始]を選択する｡続いて､

インターセク トデータの属性テーブルを開き､[オプション]>[属性検索]を選択す

る｡属性検索で､必要なデータすべてを選択した後､[オプション] >[選択セット

の切 り替え]を選択する｡これで､不要なデータだけが選択されたので､Deleteキー

で削除する｡最後に､[エディタ]>[編集の開始]>[編集の保存]]> [編集の終

了]で削除作業を終了する｡

図3.30に例として､GIS上でのⅠntersection_4のデータを示す｡

3.4.5 インターセクトデ-タと棟高データのテーブル結合

5種類のインターセク トデータを作成したら､標高データとテーブル結合する｡テ

ーブル結合とは､2つデータのテーブルに格納されている共通したフィール ドの属性

を1つのデータから､もう1つのデータの追加することである｡

テーブル結合の準備として､標高データを半径 10kmバッファでクリップする｡そ

して､クリップした標高データとインターセクトデータをテーブルオブコンテンツに

表示させる｡

ここからは､本研究で実際に使用したファイル名で説明していく｡
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表3.6に､5つのインターセクトデータのファイル名と標高データのファイル名を

示す｡

表3.6 本研究で使用したファイル名

本研究で使用したファイル名

Intersection_1Intersection_0止puLOm

Intersection_2Intersection_OutpuLkouzoubutu

Intersection_3ⅠnterseGtion_OutpuLkouzoubutu2

Ⅰhtersection_4Intersection_Outputjumoku

Intersection_5Intersection_OutputJumoku2

テーブル結合の手順は､まず[Clip_OutpuL50m メッシュ標高]で右クリックし､[テ

ーブル結合とリレー ト]>[テーブル結合]を選択する｡テーブル結合画面(図3.31)

が表示されたら､テーブル結合の対象を[空間的位置関係に基づき､他のレイヤからテ

ーブルデータを結合]を選択する｡また､読み込むデータにはインターセクトデータ(例

えば､Intersection_Output_Om)を選択する.テーブル結合は[包含]とする｡最後に､

出力されるデータの保存先と名前を決める｡

テーブル結合が終了したら､属性テーブルを開き､ ｢高さ｣や ｢集落群落名｣で必

要なデータを選択し､選択を切り替えて不要なデータを削除する｡

(例 :Intersection_Output_Om の場合は､必要なのは高さが Om のデータだけなの

で､Om 以外のデータを削除する｡)

表3.7に､5種類のインターセクトデータを､標高データとテーブル結合させたフ

ァイルの内容を示す｡
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1.このレイヤとテーブル結合するためのレイヤを選択､またはディスクから空闇データを≡売込みます:

Ihtersection-0_utpu空 RJ匡萱l
2.テーブル結合: polygonstoPohts

各ポイントに､以下の方法で結合されるポリコンのすべての属性を与えますfP包含あるポイントがUb以上a)ポリコンの内訊こ位置する場合く例えは､結合. 莞 臓 欝 ごコンを和船など)､甲加瀬索された利コ
r 近陪

i 等甑;焼盈莞甥§幣描 増野愚戚蕊脇
I (EE#=0).

3.テーブル結合の寿喜黒は新しいレイヤに保存されます

出7]シ1-プファイルまたは新しいレイヤのフィーチャクラスを指定しま1:l

図3.31 テーブル結合

表3.7 テーブル結合 したファイルのデータ削除内容

ファイル名 データの削除内容

Join_OutpuLOm 高さがom以外のデータを削除

Join_0止puLkouzoubutu 市街地だけを残して他のデータを削除

Join_OutpuLkouzoubutu2 集落群落名が｢''｣となっているデータだけを削除

Join_Output｣umoku 高さが 10m以上のデータだけを残して他のデータは削除
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3.4.6 棟高値の加井の概要とレイヤのマ-ジ

図3.32に標高値加算の概要を示す｡5パターンに分けて標高値を加算しているが､

これは表3.8に示すテーブル結合した 5つのデータに対応している｡

･ASTERデータで水域 ･水田 ･畑地に分類されたデータ(Join10utput_Om)には標

高値に加算は行わない｡

･ASTER データで構造物､植生分布において市街地に分類 されたデータ(Join_

OutpuLkouzoubutu)には､9mを加算する｡

･ASTERデータで構造物､植生分布において市街地以外に分類されたデータ(Join

OutpuLkouzoubutu2)には､植生分布において集落群落名で設定した高さ0-30

mを加算する｡

･ASTERデータで樹林､植生分布において樹林に相当するものに分類されたデータ

(Join_OutputJu皿Oku)には､集落群落名で設定した高さ10､15､20､30mを加

算する｡

･ASTER データで樹林､植生分布において樹林以外に分類 されたデータ(Join_

OutputJumoku2)には､植生分布において集落群落名で設定した高さ0-3mを加

算する｡

図3.32 標高値加算の概要
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表3.8 テーブル結合したデータと加算する標高値の関係

ファイル名 加算する標高値

Join_0止putーOm Om

Join_OutpuLkouzoubutu 9m

Join_OutpuLkouzoubutu2 0-30m

Join_OutputJumoku 10,15,20,30m

次に､テーブル結合したデータをマージする｡マージとは､複数のレイヤのフィー

チャの属性を保持しながら､1つのレイヤにまとめることである｡これを行 うことで､

可視領域予測を行 う範囲内における景観遮蔽物を考慮した標高データを作成すること

ができる｡

マージの手順は､まず[ツール]>[ジオプロセシングウイザー ド]>[レイヤのマ

ージ]を選択する｡次に､マージを行 うデータ(テーブル結合した5つのデータ)を選択

し､出力フィール ドを規定するレイヤには､5つのデータのうち1つを選択する｡さ

らに､ディゾルブやインターセクトと同様に､出力されるデータの保存先と名前を決

める｡図3.33､図3.34に､マージの作業手順を示す｡

最後に､マージしたデータの属性テーブルを開き､標高値に景観遮蔽物の高さを加

算する｡加算方法は､[オプション]>[フィール ドの追加]を選択し､新しいフィー

ル ドの名前を入力する｡本研究では ｢全体の高さ｣とした｡次に､作成されたフィー

ル ドで右クリックして､[フィール ド演算]を選択する｡[全体の高さ]-[ELEV]+[高

さ](図3.35)とすれば､標高値に景観遮蔽物の高さが加算される｡

図3.36に景観遮蔽物の加算を行ったマージしたデータの属性テーブルを示す｡

持 芳 誤 豪 昔 諾 讐 臥 r机 軌 を州 して

r属性によるフィーチャのデイソルプ

Fm .

r他レイヤによる仇97

r二つのレイヤ闇のインターセクト

図3.33 マージの作業手順 1
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1.マージを行うた一Xこ少 なくとも二つのレイヤ切 択して くだ 乱 ヽ

害え 匡トbin_QJtPut_kouzoubutu2-Poht ▲

匡トbin_Output_kou20ubutu-Point

冨霊 認 霊 告 ::It =i ー』
出力フィール協 定するレイヤ:

J血inlQJtFX,I_Om-Poht こl
出力のシューナ7アイル封とはフィーチャクラスを指定してくだ乱も

IC:ysatoshiyMerge-Output-l.shp q 国

マ-ラについて

う讐 籍 野 島 やa)
まとめます｡官性は同じ名前の
場合に保持されます｡

腎 ･岳 -翫
テーマ1 テーマ2 出カレイや

- マニラ(∬ する詳細裏表"

図3.34 マージの作業手順 2

図3.35 フィール ド演算
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図3.36 景観遮蔽物の高さを加算した属性テーブル

3,5 景親連蔽物を考慮した可視領域の作成

3.5.1 観沸点(可視抽出ポイント)

可視領域を作成するには､観測点が必要である｡本研究では､露天採掘場が観測点､

つまり可視抽出ポイントとなる｡可視抽出ポイン トの作成方法は､まず ArcCatalog

を起動させ､[ファイル]>[新規作成]>[シェープファイル]を選択する｡次に､

名前を指定して､フィーチャタイプを[point]にする｡本研究では､ ｢Viewpoint_採掘

場｣ というファイル名にした｡

作成した可視抽出ポイン トのデータを ArcMapのテーブルオブコンテンツに表示

させる｡さらに､[エディタ]>[編集の開始]を選択する｡次に､エディタツールバ

ーの[新規フィーチャの作成]をクリックし､ターゲットには可視抽出ポイントのデー

タを選択する｡ASTERのイメージデータと50mメッシュのポイントデータを参考に

して､採掘場を囲むように点を打っていく｡最後に､編集を保存 ･終了する｡

国3.37に作成した可視抽出ポイントを示す｡
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図3.37 可視抽出ポイント

3.5.2 マ-ジしたデータをラスターデータに変換

可視領域を作成するには､観測点のほかに入力サーフェスが必要となる｡入力サー

フェスには､マージしたデータをラスターデータに変換 したものを用いる｡マージし

たデータをラスターデータに変換するには､[SpatialAnalyst]>[変換]>[フィ

ーチャをラスターに変換]を選択する｡このとき､フィール ドは｢全体の高さ｣とする｡

(図3.38)

図3.38 マージしたデータをラスターに変換
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3.5.3 可視領域の作成

作成した可視抽出ポイン ト(ファイル名 :viewpoinL採掘場)とマージのラスターデ

ータ(ファイル名 :merge_1)を使用して､景観遮蔽物を考慮した露天採掘場の現状の

可視領域を作成した｡可視領域作成の手順は､まず[SpatialAnalyst]>[サーフェ

ス解析]>[可視領域]を選択する｡次に､入力サーフェスに ｢merge_1｣､観測点に

｢Viewpoint_採掘場｣を指定し､これまで使用してきたセルサイズを入力する｡(図3.

39)｡OKを押せば､ラスターデータの可視領域が作成される｡

図3.39 可視領域の作成画面

作成されるデータには不可視領域も含まれているため､[SpatialAnalyst]>[再

分類]を選択し､0- NoDataに､0-9- 1のように再分類する｡(図3.40)

国3.40 可視領域の再分類
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図3.41に再分類を行った可視領域を示す｡また､[SpatialAnalyst]> [変換]>
[ラスターをフィーチャに変換]を選択し､可視領域をシェープファイルに変換した｡

図3.42にシェープファイルの可視領域を示す｡

図3.41 景観遮蔽物を考慮した可視領域(ラスターデータ)
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図3.42 景観遮蔽物を考慮した可視領域(シェープファイル)

ここで､可視領域に含まれた景観遮蔽物のポイントを不可視領域にする｡これは､

GISにおける可視領域の算出が露天採掘場から見える地域を可視としているため､可

視領域の中の景観遮蔽物があるポイントから露天採掘場を見たときには､採掘場は不

可視になるからである｡

可視領域に含まれた景観遮蔽物のポイントを不可視領域にする手順を以下に示す｡

① ArcCatalog上で､マージしたデータのコピーを2つ作成し､ファイル名を決め

る｡(例 :｢Merge_Nol.shp｣と ｢Merge_No2.shp｣)

② ｢Merge_Nol.shp｣をArcMapのテーブルオブコンテンツに表示させ､属性検

索を利用して､高さがOm と1mのデータを削除する｡

③ 空間検索を利用して､シェープファイルの景観遮蔽物を考慮した可視領域(図3.

42)と重なるデータだけを残して､他のデータを削除する｡
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④ ラスターデータに変換し､さらに再分類を行って､すべてのVaheを統一する｡

⑤ 再分類を行ったら､再びシェープファイルに変換する｡

⑥ 続いて､ ｢Merge_No2.shp｣をArcMapのテーブルオブコンテンツに表示さ

せ､属性検索を利用して､高さがOm とOmのデータを残して､他のデータは削

除する｡

⑦ 空間検索を利用して､シェープファイルの景観遮蔽物を考慮した可視領域(図3.

42)と重なるデータだけを残して､他のデータを削除する｡

⑧ さらに､空間検索を利用して､⑤の操作まで行った ｢Merge_Nol.shp｣と重な

るデータを削除する｡

⑨ ラスターデータに変換し､さらに再分類を行って､すべてのⅤalueを統一する.

⑩ 再分類を行ったら､再びシェープファイルに変換する｡この⑩の作業で作成さ

れたデータが､可視領域に含まれた景観遮蔽物のポイントを不可視領域に変更

した､現実に近い景観遮蔽物を考慮した可視領域となる｡

以上の操作によって得られた景観遮蔽物を考慮した可視領域を､図3.43に示す｡

また､標高値のみで作成した可視領域を､図3.44に示し､景観遮蔽物を考慮した可

視領域と標高値のみで作成した可視領域のオーバーレイを､図3.45に示す｡

図3.45から､景観遮蔽物を考慮して可視簡域を作成することによって､標高地の

みで作成した可視領域と比べて不可視領域が虫食い上に存在していることが確認でき

る｡また､景観遮蔽物を考慮することによって可視領域が狭くなっており､実際の可

視領域に近くなったと考えられる｡
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図3.43 景観遮蔽物を考慮した可視領域
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図3.44 標高値のみで作成した可視領域
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国3.45 景観遮蔽物を考慮した可視領域と標高値のみで作成した

可視領域のオーバーレイ
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3.6 予測した可視領域の現地調査による検証

本研究で予測した可視 ･不可視領域が､実際に現地の状況と一致しているかを検証

するために､現地調査を実施した｡

図3.46に現地調査で写真を撮影した地点を示す｡写真を撮影した地点は､合計 7

地点である｡このうち､3地点で採掘場が不可視､4地点で採掘場が可視であること

が確認された｡

I転盤 電 凡例 -一十1Jb●ーilr■-

記号 番号 撮影地点 採掘場からの直線距搬(km)

● の 津山町柳津血空蔵尊の駐車場付近 1.14

r# 津山町柳津国道45号線虚空蔵尊入口 0.98
(卦 桃生町石生北上川右岸 1.03
A 桃生町宮沢北上川右岸 0.52
6) 桃生町牛田旧北上川左岸堤防 3.83
㊨ 桃生町永井 2_89

図3.46 現地調査写真撮影地点

撮影地点(丑､②､③では採掘場は不可視だったのに対して､撮影地点④～⑦では､

採掘場の残壁を確認することができた｡

予測した可視領域と撮影地点を重ね合わせることで､可視領域の検証を行った｡検

証結果は､写真を撮影した 7地点すべてで予測が一致する結果となった｡

図3.47に可視領域の検証を行った図を示す｡
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図3.47 可視領域と現地調査の検証
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